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镕
九
涵

(

九七六

)

諭

脱

札

滎

It
躭き弋

解
九
練

• ~今

八

札
差
に
就
き
て

i

ご

宰

田

成

友

考 ヶ 印 出 も  

ビ 烤 金 來 の 札  

な 又 其 て で 差  

る 第 他 合 ’  h 伸 

ベ 三 ネ L 計 つ 間 

き 囘 差 ニ た が  

臀 は 仲 十 第 安  

類 明 間 ニ ー  永  

は 和 の ヶ 囘 七  

年 ニ 弊 條 の 年  

々 年 害 あ 條 正

月
に
作
つ
れ
條
目
帳
は
、旣
往
三
调
の
條
目
帳
を
改
疋
增
加
し
た 

目
帳
は
享
保
九
年
七
月

^

ち
札
差
仲
間
が
官
許
せ
&
れ
た
時
に 

る
、第
ニ
囘
は
寬
保
三
年
芷
月
、町
奉
行
石
河
土
佐
守
政
朝
か
&,奧 

を
擧
，げ
て

®

に
戒
飭
を
加
へ
ら
れ
た
時
に
出
來
て
#
計
三
十
八 

四
月
に
出
來
て
、八
ロ
計
四

+

五
ヶ

#

ぁ
る
が
、其

〗

節
に
後
年
の
參 

大
寄
合
の
前
に
檢
出
し
て
、條
目
帳
に
書
加
ふ
べ
し

^

わ
つ
て
、自 

今
必
要
に
應
じ
、條
目
帳
の
本
文
中
又
は
末
尾
に
增
補
を
行
ふ
こ

f

、
な
ク
た
、之
を
見
る
ど
、條 

目
帳

.は

J

囘
.毎
ド
條

.數
を
殖
し
て
ゐ
る
讀
換

.へ
れ
：ば
仲
：間
規
約
は
改
正
の
都
度
精
細
に
爲
つ 

て
ゐ
る
、第
四
囘
即
ち
安
.永

七
.年
の
條
目
帳
の
如
き

a

i E
月
に
出
願
し
七
七

.月
に
許
可
ビ
，な

6

、

合
t

4

c十
一1

ヶ
條
ゎ
る

'
が
、此
：の
如
く
规
物
が
精
細

a

な
れ
：味
な

(

る
ほ
ど
讨

 

め 

て
處
分
し
や
ぅ
ど
し
て
も
、處
分

0

出
來

.

^
新
事
件
が
：解
い

'
て
.

_
る
、條
目
帳
は
每
月
ニ
十
八
ロ 

«

七
ッ
時
に
、惣
仲
間
が
寄
合

.
つ
れ
席
ボ
で
：籟
聞

'
:炉
食
約
萆

t

若
し

-1,

ヶ
.‘條
で
も

' 
之
^
背
い
た 

ら

、
悠

評
議
の
上
、御
奉
行

' 所
に

.出
訴
し
、仲
間
を
除
く
ミ

i f
つ
.て
P

.る
が
、
*

し
て
®
十
ヶ
條
の
，規 

定
が

〗

々
實
行
さ
れ
た
か
、甚
だ
覺
東

.無
：い
、 

.

彼
の
贿
胳
取
を
以
て
有
名
な
る
田
沼
斑
殿
頭

.韋
次
が
、侧
用
人
ど
な
，つ
作
の

.が
明
和
四
年
、老 

中
ビ
な
つ
れ
の
が
安
永
元
年

.
で
、歷
史
の
上
か
ら
は
、

«

次
が

*
.威
'を
恣
に
し
た
時
代
を
田
沼
時 

代
ビ
稱
し
て
居
る
、贿
賂
ビ
獨

f

が
滅
多
に
流
行
し
れ
時
代

.で
、士
は

.
±
ら
し

f

ず
、町
人
は 

W

A

&
し
か
ら
す
、細
身
の
太
小
に
扇
子

.パ：チ
”
^

-
に
' 
て
'追
辉
輕
辦
の

1

を
盡
す
.武
寧
が
ゎ
れ 

ば
'

方
に
は
金
銀
を
湯

' 水
の
如
く
費
し
、大

.名
に
も
あ

&

す
、灭
俠
客
に
も
办
ら
ざ
る

1

種
.
の
生
' 

活
を
し
て
、十
八
大
通
な
ど
、
稱
ふ
る

‘
㈣

入
'が

3>
.
.つ
れ

+

八
大

®

は
#
く
鄉
藏
前
の
札
差
仲
間 

で
は
無
い
が
、彼
等
’の
豪
華
な

.
る
：
生

溃

は

、
御
：
藏

前

馬

：：
旗

：物
，
靜

又

.：
は
：#

を

墦

補

‘，
し

れ

御

藏

前

营

齋
 

で
a

く
解
る
、天
明
七
年
松
平
越
中
守
定
信
が
三
家
の
推
薦
で
老
申
，首
座
ヾ

」

な
K

m

い
で
將
难 

a

佐
S

な
A

、前
代
の
弊
政
を
一
洗
し
て
、所
謂
寬
軟
の
沿
を
爲
し
得
れ
の
は
、勿

.
論
®
信
の
威
隹

婼
九
怨

(

九七七

)

論

説

札

差

就̂きて
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第
九
餘

(

九
七
八)

論

說

札

幾
に
躭
ぎ
て
 

谘九號

 

ニ〇

決
斷
に
よ
る
こ
、匕
で
は
ぁ
る
が
、改
艰
其
者
が
時
代
の
婪
求
に
過
ふ
た
か
ら
で
あ
&
ぅ
ビ
も
考

ベ
ら
る
る
、
 

•

::
:
"
: 

,
:
:
. 
:

, 

: 

_ 

-
.

:

..

定
信
の
改
革
は
多
方
面
に
互
つ
で
、居
る

.が
、札
旦
那

.對
札
；差
仲
間
の
貸
借
仕
法
の
改
正
に

0

 

ぃ
%

は
«£
政
元
年
九
.月
十
六
日
に
、惣
仲
間
を
北
町
舉
行
所
に
：呼
出
し
、初

0

0

河
內
守
信
典
か 

ら
勘
宛
奉
行
久
世
丹
後
守
廣
民
列
席
の
上
に

.，て

.
下
の

f

申
渡
.を
し
た
、之
に
よ
る
マ

y

其
方
共 

は
旗
本
御
家
人
に
下

.さ
る
、
切
米
高
の
請
取
賣
捌
方
を

.引
請
け
®
式
臨
時
の
用
句
を
承
办
、金 

'子
の
貨
付
を
渡
世

S

す
る
身
分
な
る
，に
、貸
借
の
期
限
永
别
：き
、旗
本
御
家
入
の
雛
縱
は

M

々
增 

加
し
之
に
汉
し
て
其
方
共
は
渡
伹
ヒ
は
い
へ
、利
息
を
精
細
に
勘
定
し
，三
季
の
請
取
金
高
に
て 

不
见
す
れ
ば
、其
分
を
元
金
に
加
へ
、金
高
は
追
々
增
加
ず
れ

ど

も

、

一
向
利
下
等
も
致
さ

i :
0

M

 

に
多
分
の
利
潤
を
得
る
が
爲
に
、自
身
は
勿
論
手
代
共
に

.至
る
，ま
で
、秫
々
の
遊
興
に
耽
'
町
家 

の
風
俗
を
崩
し
、剩
へ
旗
本
御
家
人
に
對
；し
、失
禮
な
る
事
共

3>
ぅ
、
®

語「

に
.絕
へ
た
る
不
屈

^

て
、
 

本
來
嚴
科
に
も
處
す
べ
き
箬
な
れ
ど
、格
別
の
憐

0

を
以
 

'て
潜

.恕
す
る
に
よ
办
、向
後
身
持
風
俗 

を
.改
め
、渡
世
の
分
限
を
守

6

、御
家
入

R

對

: b
失

、禮
：
な

、る

儀

を

致
.さ
^

名
，
や‘
っ
、I

同

相

愼

：め
’此 

If
e

a :
方

共
f t
金

^
:
下
#

R

從
S

0
f t
金

濟
.方
.
.等
.
.別

；紙

仕

.法

書

の
®

改

J E
,
を
_命
‘-(
;

1 1
つ

御

藏

前

_

猿
•屋
町
叨
地
に

.貨
金
會
所
を
建
て
、町
年

 

'寄
.搏
M

與
左

S
.

円
の
引

’請
ビ
し

*右
會
所
に
公
儀

{

 

無
利
足
を

.以
で

|下
金
を

.爲
し

'之
.
"に
差
加
金

_

を
加
へ
、其

〗

方
，共

f
c
贷
.渡
ず
.べ
く
委
細
は
仕
法
書
に 

J

き
て
如
る
ベ
し

S

3>
つ
_て
、同
時
，に
仕
法

*

を
：下
付
せ

.
&

れ

れ

、：：

此
屮
波
を
見
ざ
ビ
、旗
本
御
家
入
の
困
窮
に
反
し
、札
差
仲
間
が
容
易
に
利
渦
を
得
る
.の
は
不 

都
合
で

_ぁ
る
、故
に
古

.借
0

濟
'方
及

.將
來

0 '
.貸
.金
利
下
を
命
ず
る

.

.ぞ
ヒ
い
ふ
赋
に
聞
へ
る
、今
同 

の
改
正

•の
趣
意

.は
旗
本

.御
家
人

.を
保

«

す
：を

£

急
.
.に
じ
，て
、礼

'差
述
.中
.の
權
利
を
膝
_
し
れ
や 

ぅ
に
思
は
れ
る
が
、猿
唐
时
の
貨
金
會
所
の
設

'立
は
、札
差

#

間
に

*

し
^
#
の
權
刹
消
滅
の
代 

f

觅
る
ベ

¥

で
.?>
る
、驕
奪
を
戒
ギ

^

れ
'木
遜
：
.の
滤
度

'を
.
'« -
め
允
办
す
る
筒
條

'は
、毫
も

1|
借 

關
係

0

改
；止
す

.

_
聯
す
，る
所
は
無
い
，の
で

!>
'

■
る
が
、之
が
霉
府
，時
代
の

®)
書
や
ゆ
渡
の
常
式
で 

涟
德
間
題
ビ
屹
度
結
付
い
て
ゐ
る
の
で
す

'
,

.初
鹿
野
河
內
守
か
ら
渡
し
れ
什
法
書
十

 

一
_ヶ
條

は
、大
別
す
る
ビ
左
の
三
項
ビ
な
る
、

二

)

古
，借
の
濟
方
 

：

：
.
'
,
V
I 

(

ィ)

蓓
來
の
贷
金
は
勿
論
‘六
ヶ
年
以
前
辰
年

(

天
明
四
年

g

に
贷
付
け
れ
る
金
子
は
、古
®
新 

借
の
丧
別
無
く
棄
捐
ど
す
、親
讓
の
，借
金
幷
に
自
分
の
.借
金
に
て
も
、砠
文
を
書

#

へ
た
る
爲
に 

筘九
怨

(

九
七
九)

論

說

札

兹

1-
躭
さ
て 

, 

'

雄九
號ニ
一



f

锻

.(

九
八0

3

論

說

■札
f

f

v
 

.第
九
號
ニ
ニ

五
ぅ
1

W

後
の
i s
.金
ど
な
々
、實
，際
代
於
て
借
み
時
刺
ょ
立
ハ
ヶ
年
以
上
を
經
過
し
セ
る
も
の

は
棄
损

S

す

g
:

四

■'

.(

ロ)
五
ヶ
年
以
.
後
、即
ち
去
る
已
年

(

天
明
五
年

)

以
來
當
年
五
月

» :
借
来
以
前
ま
で
の
貨
金
は
、
 

元
金
の
多
少
に
枸
ら
ず
、向
後

r

ヶ
月

.

.五

.

.十
雨

1

分
.
の
.利
：足

(

年
六

.分)

を
如
^
高
西
俵
に
つ
き
一 

ヶ
t

7 r
企
三
兩
つ
、
の
命

®

濟
方
ど

' す
、
1 |
俵
の
以
上
以
下
共
、此
割
合
た
る
ベ
し
、

1 1
し
て
飯
米 

f

金

ジ，
4

ネ
は
惣

,

金
高
杞
合
算

し
'又

取
，越

.米
の
貸
付
は
：，當
真
張
紙
直

.段
三
，十
六
雨
の
標
準 

を
以
て
余

^

換
算
し
五
ヶ
年
以
後
の

«

金
高
に

W

へ
、»
方
は
本
文
の
：如
く
す
ベ
し
滞 

(
\

 

)

當
;:/
r

月
御
借
米
以
後
の
貸

# :
余
'は
、金
：.1

兩
：に
.
つ
き
.】

ヶ
月
銀
'六
分
.
の
利
足(

年
一
割
一
一 

分)

を
以
て
當
多
の
切
米
に
て
仕

#

ふ
べ
し
、若
し
多

'分
の
，
.借
金
高

^

て
、全
部
返
濟
せ
ば
.注
活
を 

餅
持
し
雞
き
分

は
、分
限
.
に
應
じ
返
金
：高
を

.定
め
、寒
.支
*

き」

や
=
ぅ
：取

計

：
ふ
：
.ベ
し
_

六 

(

ニ)

新
'規
鸷
の
刺
子

 

，

(

. 1
旗
本
御
家
人
に
對
す
る
貸
金
利
足

「

は
が
後

4

|

>
兩
.
^
:つ
.き
銀
六
分

(

年

|

割
二
分

)

ど
し
、
 

三
季
の
俏
米
切
米
波
の
節
勘
定
を
立
つ
：

.べ、.し
、尤
：も
黛

#

方
.：
は
；
從

；來
；
0

) 1
«

對
す
，べ
し
、札
差
料 

及
&

侦
は
舊
の
免
く
勒
取
る
ベ
く
、借
米
切
米
渡
の
節
、̂
後

 

一
# J
■酒
食
等
を
差
尚
す
ベ
か
&
ず

第

I

搽
、第
十

條
、铬
十■ 

};

'
'錄
•■ 

■

'..

り
：
‘：':
-. 

. 
;

:■
:
ベ 

-

..

S

扶
.持
方
ぁ
る
者
代
貸
勝

^
飯
米
の
刹
米
は
、向
後
貸
渡
の
月
化
限
火

1

人

扶

持

斗
苯 

升
に
っ
き
、從
來
の
如
く
五
合
、翌
月
よ

6

は

1
1合
れ
る
べ
し
鄉
从

_

;

(

三)

札
差
仲
間
の
借
入
金
：

(

ィ)

札
差
仲
間
中
借
入
余
を
以
て
渡
世
せ
る
者

3>
る

べ

し

、
も

し

元

利

返

濟

滯

办

て

。

-#
主

よ 

ぅ
出
訴
に
及
ぶ

^

も
、五
ケ
年
以
前
の
借
入
金
な

6

ば
»
0

を
受
理
せ
ず
、五
ケ
年
以
後
の
借
入 

金
な

&

ば
、札
差
よ
办
旗
本
御
家
人
に
貸
付
け
れ
る
金
子
の
利
子

.年
賦
の
懞
子
を
淼
酌

■し
•金
高 

に
應
じ
て
相
對
す
べ
し
騰
九

(

ロ)

猿
屋
町
の
明
地
に
貸
付
會
所
を
設
け
、町
年
寄
樽
屋
興
左
衛
門
の

引

請
S

し
、公
儀
よ

.
 ̂

下
金
を
爲
し
、又
外
町
人
に
命
じ
て
差
加
金
を

出
さ
し

め
、札
差
仲
間
貸
出
金
不
足
の
_
、お
會
听 

に
願
出
で
な
ば
、

- ®
付

^.
爲
す
ベ
し
、

®

し
、
®
付
方
は
天
王
町

M

、̂

W

組
、森
田
町
組
ヒ
、組

♦
限

R
 

金
高
を
定
め
、連
印
に
て
借
入
證
文
を

出
さ
し
め
、
金
子
は
典
組
行
事
よ

.
^割
渡
す
仕
組
に
て
、莴 

1

右
金
子
を
自
分
用
に
遣
捨
つ
る
こ
ど
ぁ

&

ば
、組
合

^

統
よ
ぅ
辨
納
す
べ
し

_

ーー|
_ 

寬
政
の
改
正
は
思
切
つ
た
改
正
で
办
る

*天
明
®
年
末
ま
で
の
貨
借
を

一
切
帳
消
に
し
て
仕

第
九
卷

(

九
八〗

)

0 

.
說
札
鋒
に
躭
き
て 

第
九
號 

こ
3



:.、

A&aâ
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ŝ

ân2s:̂
^̂
l-ŵ
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ニ四

•
 

-...

■
 

.
 

•
 

'

舞
.つ
た
’此
棄
捐
高
は
惣
札
差
に

' 
て
合
計
金
西
十
八
莴
七
千
八
西
八
雨

.三
分

t

0

0

匁
六
分
五 

厘
四
毛

S

い
ふ
訏
算
で
、無
論
最
初
に
貨

.付
け
れ
元
へ
金
計
で

.

«

’無
く
、利

^

剎

を

加

へ

て

■
.か

>
る 

巨
額
ど
な
ら
れ
の

.
で
わ
ら
ぅ
が

£

を
ー
時
に
帳
消

.
R

せ
&

れ
た
札

s

 

S

然
S

し
て
驚
，い

'

• 

た
も
無
理
は
無

い
、尤
も
札
差
自
身
に

^

つ
て
も
、資
本
主
か

&

借
出
し
ね
金
額
に
就
い

' 

て
は
、五 

ヶ
年
以
前
の
分
は
訴
訟
不
受
理

X

ヶ
牟
以
後

- 0
分
は
相
對
ビ
.い
ふ
特
典
を
與
へ
ら
れ
て
居
る 

が
、札
恙
總
體
が
金
元
か
ら
融
通
を
受
け
て
ゐ
る
溝

V
Jも
思
は
れ
す
、旗
本
御
家
人
に
與
へ
&
れ 

れ
特
典
に
比
し
て
は
、

^

何
に
も
輕
少
な
も
の
で

6

る
、又
猿
屋
町
會
麻
の
貸
付
金
ビ
い
ふ
も
の 

も
.、前
記
の
，仕
法
書
で
は
不
明
の
點
が
多
い
、公
儀
の
下
金

^

い
ひ
、町
人
の
差
加
金
高
ミ
い
ひ
、其 

額
が
幾
許
で
わ
る

$

利
子
や
償
還
期
限
は
何
欉

..で
3>
る
か
、河
內
守
の
申
渡
書
に
、公
儀
の
下
金

o

は
無
利
息
二
十
ヶ
年
賦

.返
納
の
橫

-
 
P

石
針
だ
、古

^

の
棄
損
は
過
去
め
'貸
借
關
係
の
抹
殺
で 

意
味
は
明
瞭
で
办
る
、利
子
の
引

.：下
も
旣
に
前
例
が

?>
る
、猿
屋
町
會
所
の
貸
出
金
に
至
つ
て
は
、
 

全
然
新
規
な
現
象

.で
、而
も
會
所
の
組
織
は
未
だ
完
：全
し
て
居
ら
及
い
、町
奉
行
の
口
か
ら
何
 々

の
.積

5
0

い
ふ
や
う
な
釋
が
ぁ

.
っ
て
は
、所

f t
間
く
者

Q

不
安
を
免
か
へ
れ

.
得
«
か
つ
た
事
は
當
然 

で
、札
差
坂
倉
屋
與
惣
兵
衛
外
ニ
十
七
名
は
、今
度
の
改
正
に
て
は
到
底
家
業
相
續
出
來
兼
睃

S

訴
へ
れ
位
で
ゎ
る
が
阏
月
ニ
十
鸱
日
の
巾
渡
で
右
訴
狀

‘は
願
下

^

し
ね
、

■-
■

ニ
十
四
日

0

申
«

は
汜
金
及
貨
出
金

^

#

を
稍
明
瞭
な

：
S
 

^
め
ft

、即
ち
幕
府
の
下
金
は

a
 

萬
兩
で
、其
內

1

萬
萠
を
御
救
ど
し
て
藏
宿
に
下
遺
し
、十
ヶ
年
間

.
•据
置
き
、十

I

年

目

よ

ぅ

ユ

..十 

ヶ
年
賦
返
納
ミ
し
、殘

.〗

.
萬
'
兩
は
會
所
へ
下
：げ
、钾
勘
定
所
御
用
途

.
並
に
外
町
人
典
よ

6

の
楚
加 

金
：革

.合
し
、札
差

■
共
：よ

6

.
借
睛
出
願
の
場
合
に
は
、會
所
に
於
て
事
情
調
査
の
上
貸
渡
す
こ
ミ

\
 

じ
、右
御
下

.
金
並
に

.
差
加
余
は
、年
，

】

割
二
分
の
利
足
で
武
家
方
へ
貸
出
し
，

.其
中
一
.
.
分

は#

所
諸 

入
用
に
宛

-T
H

分
.
は
世
話
料

^

し
て
札
差
典
忙
下
付
し
、御
下
金
に
對
し

t

は
利
金
の
中
よ

&
 

五
分
.
を
明
年
よ
&
ニ
十
ヶ
年
間
會
所

：：

に
.鈉
め
て
.元
余
返
轉
濟

ざ

し
.、殘

3

分
は
會
所
に
積
镫
き 

貸
.
付
金
巾
に
加

r
る
が
、
^

H

分
も
渡

*

永
續
の
，
五
ヶ
：年
間
札
楚
共
に
下
付
す
、又
蝥
加
金
は 

1
,

分
.
の
會
所
入

.用
'
三
分
の
札
龚
所
得
を

.
除
き
、獲
：八
分

-
を
金
'
©
.
へ

渡

すこ

ミ
、
す
る
を
以
て
、雛 

有
相
心
得
、商
真
を
勵
め
ミ
い
ふ
意
，味
で

.
し
介
、御
勘
定
所
御
用
達
其
他
か
，

&

差
，出
し
た
華
加
金 

は
何
程
で

P

つ
た
か
、遺
櫞
な
が
ら
不
明
で

.
す
が
、兎
に
角

_

府
か
レ
今

P J
の，改
正
忙
對
し
、札
遨 

仲
間

^

賠
.償
的

^

0

通
を
し

^

金
高
は

一 .
1

萬
雨
で
し
れ
、

*

罾
仲
間
は
亩
十
八
萬
爾
せ
い
ふ
古 

借
の

«

捐
、天

_

洱
年
以
後
：當

»

代
至
：る

'
ま
で
の
貨
命
の
利
子
の
三
分
ニ
減

(

從
來
は
一
割
八
分

)
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こ

說

I

I

 

に
：對

し

、

I
I

海
雨
の

'融
.通
金
で
滿
足
し
た
ヒ
は
考
へ
ら
れ

M

「

：ゝ

を
れ
か
ら
藏
米
取
の
旗
本
御
家
人
に
對
し
て
は

®

乎
向
御
救
の
爲
、藏
宿

Il
l
i日
'金
の
士
法
を

&
 

.正
す

.I

頭
を
置
，い

.
て
、札
差
仲
間
に
渡
し
た
仕
法
書
中
、第

.

|,

一
 

條
第
三

' 條
を
除
い
た
も
の
ビ
、同 

意
味
の
箇
條
を
擧
げ
、前
條
の
通
、借
金
棄
捐
利
下
等
を
仰
出

さ
れ
た
上
は
、一
統
猶
吏
厚
く
相
愼 

み
、別
し
て
儉
約
を
心
掛
く
ベ
し
ど
結
ん
だ
觸
鲁
が
、札
差
仲
間
に

_

渡
が
わ
つ
た
九
月
十
乓

.
 

R

t
d

れ
數
代
の
惜
金
で
苦
め
ら
れ
れ
孩
等
に
取
つ
て
は
非
常
な
恩
典
で
ぁ
る
に
は
相
違
無
い 

か
彼
等
，は

#*

府
ヵ
希
望
し
た
如
く
此
恩
典
を
德
ど
し

：

て
、爾
後
儉
約
を
專
に
す
る
に
至
つ
れ

” 

s
 

t

ふ
ど
案
外
興
反
對
に
出
で
、彼
等
中
此
機
を
利
用
し
て
、新
偕
金
を

.
藏
宿
に
_
込
む
者
が
多 

•か
つ
た
、甚
し
き
は
古
偕
棄
捐
並
に
濟
方
等
の
儀
に
つ
き
、藏
宿

S

紛
耘
を
起
し
れ
潜
さ
へ
ぁ
つ 

す
力
r
;f
の
仕

^

書
は
一
見

.吸
瞭
.で

^
.
る

や

ぅ

な

も

の

、
、

I L
f l
那

對

藏

，
宿

の̂r
:l
l
i日
翻

M

ょ

- 6
ご 

複
谢
ヤ
天
叹
四
年
迄
に

.借
用
；
.の
分
、天

.明

：五
”年
以
後
に
借
用
の
分

S

い
ふ
風

に
、®

文
が
ニ
通
に 

興
別

さ

れ
て
ゐ
る
の
で
メ
は
無
い
、棄
捐
沘
屬
す
ベ
き
年
代
に
貸
偕
關
係
を
始

め
、天
明
五
年
以
後 

即
•ち
利
子
年
六
分

.
•の
時
代
に
至
る
ま
で
關
係
を
連
續
し
、其
間
若
干
金
を
返
濟
し
、若
干
金
を
借 

增
^

、或
は
證
文
を
書
替
ふ
る
等
、千
楚
莴
別
で

3>
つ

て
、札

差
侧
で
す

&

疑

_

百
出
す
る
、其
度
每

に
本
町
の
樽
屋
役
衝
に
伺
書
を
出

¥

,
役
_

^

は
伺
書

^

對
し
で
何
分
の
指
分
を
與
へ
る
、其
■指 

令
が
數
月
後
に
模
樣
變

$

な
つ
た
も
の
な
セ
名
あ
つ
て
、大
分
狼
雜
し
た

&

し
い
、

か
、
る
場
合
に
札
旦
那
か
ら
金
談
を
待
込
ま
れ
て
も
、藏

; «
' 0
方
で
は
一
向
金
子
不
手
廻
で 

6

る
ど
稱
し
て
、之
に
應
じ
無
い
の
は
當
然
で
、强
い
て
侬
賴
す
れ
ば
、會
所
ベ
札
日
ー
那
の
借
明
手 

W

を
^

汰
し
會
圾
力
ら
貸
付
金
を
出
し
て
下
さ
い

k

出
願
す
る

'會
所

^

て

〗

々
之
に
«
ず
る 

1

の
8 1
金
は
無
い
中
に
は
前

_

し
た

a

、不
法
の
談
判
を
持
込
む
札
旦
那
す
ら

?>
つ
た
、さ
れ
ば 

本
年
冬
切
米
の
渡
月
は
、平
年
に
比
す
れ
ば
却
て
融
通
が
谧
滯
し
，新
法
に
對
す
る
批
難
の
聲
は 

»

々
ビ
し
て
起
つ
た
、

〗

體
松
平
定
信

: «
非
常
に
筆
ま
め

.の

人

で

ゎ

つ

，て
、
著

述

も

多

い

が

、

«.
巾 

に
公
自
身
の
自
叙
傅
ど
も
い
ふ
べ
き
書
物

•_

.
書
名
は
謂
あ
つ

.て
^

し
兼
ね
る

.
—

に
、藏
宿 

は
ギ
常
ど
て
心
ょ
く
は
貸
さ
ぬ
も
の
で
ゎ
る
、を
れ
に
今
度
の
改
正
を
ロ
實
に
貸
出
を
承
知
せ 

ぬ
ヵ
爲
藏
米
取
の
面
々
は
改
正
の
爲
に
藏
宿
が
貨
出
を
し
て
く
れ
ぬ
、也
冬
を
何

1

し
て
過
し 

锊
や
ぅ
ビ
言
ひ
駡
る
の
で

6

る
.然

- L
<
r
は
や
、
折

A

n
つ
て
、去
部
の

®

な
ど
は
、之

w

言
ふ

.事
も
 

聞
力
無
い

V
J?)
$

ま
す
、此

R

今
ビ
い
ふ
は
、本
書
執
雜
の
時

.で
、勿
論
，定
信
が
寬
政
五
年
七

/J
に 

像
職
し
れ

3 1
後
の
事
ど
懿
め
ま
す
、

饼九
®

(

九八五
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說
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锶

一

1
A 

定
信

は

改
JE
仕
法
を
發

布
し
た

其
年

の
+

1

月
に
、懇

々
藏
米

取
の
心
得
違
を

戒

め
，一
己
の 

勝
手
を

^

賬
火
不
筋
法
外
の
儀
を
申
掛
く
る
に
於
て
は
、

a

度
處
分
す
べ
し

せ

^
で
巾
渡
し

て 

居
る

.が
、何
分
當
時
は
藏
宿

.側
で
金
談
を
避
け
る
傾

-が
あ

.つ
^

の
で
、自
然
札

|1

那
侧
で

も
®

才
、
 

も
あ

A

且
つ
島

朐
.の

据
つ

て
ゐ
る

浪
人
を
賴
む
、之
が
所
謂
藏
宿
飾
で

1
ロ
呑
で
談
剑
が
調
は
な 

け

れ
ば
、
®L

暴
な
手
段
に

訴

へ
る
、
を

れ
が
高

じ
て

浪
人
針
で
無

く
、
後
に

は

旗
本

御

家
人
の

隱
居 

V」

か
、子
弟

v
j

か
、®
々
の
身
分
の
潘
ま
で
加
は
る

こ
ど
に

な
办
、遂
に
寬
政
七
年

35
:

月
、總
札
楚
九 

十
六
名
連
刺
を
以
て
、北
町
舉
行
所
に
出
訴

し

^

結
果
は
町
方
廻
の
同
心
が
日
々
藏
宿
を
巡
廻 

す
る
こ
ど
、
な

i

rr

謂
歷
々
の
身
分

?>

る
者
十
數
名
評
定
所

_に
於
て
取
調
を
被
&
、锻
八
年
七 

月
を
以
て
一
件

落
著

し
®

追
放

以
下
喪
々
»
分
を
受
け
れ

が
、
^

ど
同
僻
に
藏
宿
の
手
代
で
，手 

鎩
を
印
付
け
ら
れ
れ
潘
が
一
一
名
わ
る
、其

，
名
の
申
渡
中

'R

、礼
旦
那
も
對
談
中
に
多
葉
粉
を
吸 

つ
た
は
、不
敬
の
致
方
不
搏
で
あ
る

V

レ
の
文
句
が
見

_̂2

る
、武

±

人
^
の
對
談
は
雛
し
い
も 

の
だ
、さ
ぅ
乍
&
藏
宿
師
は
之
で
极
絕
ミ
爲
つ
れ
の
で
は

«

い
、
彼
等

は
町
方

廻
同
心
の
巡
見
が 

あ
る
の

で
、
迂
濶
に
藏
柄
に
行
く

こ
.W

は
出
來

g
、

を
こ
で
方
面
を
變
へ

て
、
旗
本
御
家
人
の
屋
敷 

へ
足

繁
く

出
入
し
、

藏
宿
炉
&
蝥

出
す

目
錄

即
ち

勘
定
書

.
の
、
書
欉
が
惡
い
ヾ

」

か
龢
算
が
⑶
違
や

. 
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/
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ノ

て
居
る
ど
か
、

a 4
,
//
の
悪
智
恵
を
吹
込
ん

^

藏
稻
を

■

め
る
：年

夫

を

'1
,
れ
，文
化
十
四
年
に
藏
猶

0

 

L

%

_
'c
r

>

'

O

K文
政
八
年
十
二
月
の
觸
霄

^

藏
宿
師
其
他
依

$ 1
を
受
く

.る
潘
の
不

®

«

,

勿
論
、友
賴
す
る
者
も
亦
不
願
で
わ
る
、羅
竟
貸
借
は
相

' #
の
儀
で

f

か
ら
、不
承
知
を
唱
ふ
る 

者
に
强
い
て

^

談
す
べ
き
で
は
無
い

€

見
わ
て
居
る
位
故
'此
弊
は
絕
へ
す
わ
つ
れ
藏
宿
の
方 

で
も
、銘
々
の

« ?
に
» ?
膨
対

^

い
つ
て
ロ
も
腕
も
强
い
與
が
ゐ
て
、藏
猶
師
ど
談
納
の

r

it
m

o
 

れ
さ
ぅ
で
す
、

安
永
の
條
目
帳
は
寬
政
の
改
正
に
ょ
ち
其
楹
に
し

..て
置
く
こ
ミ
が
出
來
す
、文
政
四
年

5

月
一 

に
K

文
^

は
末

.尾
に
數
條
を
增
し
捕
九
年
三
月
比
再
び
數
條
を
追
加
し
た
、前
節
に
擧
げ
れ
八 

•芦
十
一
月
の
觸
書
も
興
中
に
見
ぇ
ま
す
が
、之
に
就
い
、て

'
札
差
伸
間

1'.

同
で
は
二

)

御
高
相
應
の 

儀
は
如
何
様
に
も
御
用
辯
を
取
計
ひ
、實
儀
の
御
對
談
に
及
ぶ
こ

1

ニ)

餓
家
方
途
中
に
於
て
の 

御
用
談
、又
は
銘
々
共
の
店
へ
通
勸
す
る
召
仕
の
私
宅
へ
ヾ
御
立
入
の
事
は
、堅
く
御
斷
い
れ
し
、謝 

事
«

に
て
哪
對
談
仕
る
べ
き
こ

 

'
、
い
■ふ
一
一
ヶ
條
を
®

め
て
居
る
藏
樹

0

店
^

で
談

?»
せ
す 

通
桥
頭
の
宅
へ
押
掛
け
た

^
'、或
は
彼
等
を
料
理
茶
舉
水
茶
屋
な
ど
へ
呼
出
し
。て
下
栩
鱗
を
す 

る
風
が
流
行
し
れ

^

見
良
る
、興
相
談
の
正
常
な
も
の
で

.

い
こ

€

は
言
ふ
ま
で
も
無
い
、寬
政 

繁

怨

(

九へセ
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私

裳
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营
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怨

(

九
八
.八
}

論
說
札
龚
に
躭
告
て 

第
j

三
〇

の
改
，
j

で

;*

十\
丨
•1

旦
弓
締
つ
太
が

^

信

，の

辭

職

後

、寒

信

の

同

僚

即

ち

定

信

の

法

義

方

針
 

を
承
繼
い
だ
人
々
も
追
々
退
き
、文
化
文
政
の
所
謂
大
御
所

樣

時

代

に

は

定

信

時

代

の

質

素

儉 

約
の
反
泐
ど
し
て
華
美
驕
奢
の
勢
を
成
し
た
、札
差
伸
間
が
赘
を
■
し
た
は
天
明
ビ
文
化
文
政 

の
兩
度
で
ぁ
る
'藏
宿
の
主
人

&

身
は
、品
の
能
い
所
で
歌
、俳
諧
、

能

、
茶
な
ど
に
凝
る
、下

劣

な

者

ま 

遊
)r

浞
に
浮
身
を
靡
し
、

®

し
き
は
愧
奕
を
す
る
、旗
本
御
家
人
は
い
づ
れ
も
借
金
の
淵
に
陷
つ 

5
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 g

始
末
で
？

、文
敗
元
年
札
差
扇
谷
定
職

m

細
-

S

し
2

1

上
卷

y

 

政
の

^

扑
並

^

利
下
に
ょ
$
、武
家
方
の
手
取
金
は
其
年
冬

以
來
例
.年

に
比
し
て
多
额
：は
な
つ 

れ
に
拘
ら
ず
、猶
金
子

ft

請
の
事
の
み
申
談
せ
ら
る

S

武

家

方

も

數

多

わ

つ

て

、追

.々

程

無

く

御 

高
借
ど
な
つ
べ
寬
政
改
正
以
前
は
旗
本
中
御
大
借
の
方

^

て
は
數
多
く
は
無
く
、百
俵
以
下
に 

は
只
し
て
無

^

の
分
か
多
か
つ
た
、或
は
御
小
身
御
龃
咐
の
方
々
の

’
御
.，用
立
金
は
、春
夏
^
は
不 

足
-
金
力
殘
つ
て
も
、冬

R

は
を
れ
を
仕
柳

o

or

ま
だ
手
取
金
が

?>

る
、冬
ド
な
つ
て
も
不
甩
が
立 

つ
や
ぅ
な
御
紐
付
杯
は
、殆

e

無
い

ビ

い
つ
て
も
宜
し

.
い
、を
れ
が
今
文
化
の
末
次
は
無
借
の
方 

丨
？
方

4
 

L
ど
申
す
位
で
年
賦
金
の
無
い
分
は
、金
高
も

2

否
俵
高
で

-

百
.
八
十
五
兩
这
、與
カ 

ノ
十
石
高
で
西
八
十
五
兩
位
、三
十
俵
二
人
扶
待
の
御
組
付
で
ニ
十
六
七
兩
位
に
上
办
、又
扶
持

. ’く：' ■

米
取
.越
む
以
前
は

六

七

ヶ
月
分

で
ぁ

つ
^

^
、今
は

平
.均
し
で
，

十
ヶ

' 
月
餘
、

一
人
に
て

は
十
ニ
三 

ヶ
月
ょ
ヶ
十
八
九
ヶ
丹
位
の
取
越
に
な
つ
で
居

.る
、尤
も

.文
化

'
9
.始

：
か
&:
餘

程

の

間

米

相

場

下
 

直

に

て
2

十
雨
前
後
の
張
紙
が
度
々

ぁ
つ
た

が
^

文

化
の
ボ
忆
兰
十
五
兩
以
上

§

張
，紙
に

な 

つ
て

さ
べ
播
金
高

が

減
&
.
.
g、* '
上
又
々
米
價
下
直
ビ
、な
ら
ば

'武
家
方
も
取
續
き
雛
く
、札
差
.も 

勘
定
立
た

す
、双

方
共
に
必
死
の
場
合
に
至

る
べ

.
し

ビ

P

る

は
、事

愦

を

穿

つ

た

M

ふ
、
 

大
御
所
欉
ど
い
ふ
四
字
は

.幕
末
の
人
々
^
は
强
い

響
を

傅
へ

る
、®
等
は
文
化
文
政
時
代
を 

目
し
で
、黄
金
時
代
の

や
う
に

言
囉

す
が

、
を

れ
は
表
面
の
華
美
に

眩

®

せ
ら
れ
て
ゐ

る
の

で
、
»
 

は
幕
府
の

2!
:

命
が
坂
を
上
ヵ
積
め
て
、今
や
下

6

坂
^
な
ら
 

>
> ど
す
る
：分
界
點
で

J>
つ

た

"
此

運 

命
¥

遮
北
め
て
、

4

〗
.

度
莩
保
寬
政
の
治
，に
復
へ
さ
う

e

し
た
の
が
水
野
越
前
守
忠
邦

.で
、天
保 

十
二
年
の
末
か
ら
同
十

®

年
へ
か
け
て
斷
乎
た
る
改
革
を
行
つ

t 2
、m

烈
な
病
氣

R

向
つ
て
は
、
 

激
烈
な
藥

_

が
要
る
、縱
分
數
年
江
戶
市
內
が

.衰
微

0 -
狀
を
示
さ
う

X

、顧
慮
す
る
：所
は
無
い

：
€ 

明
言
す

.る
程
、豪
い
勢
で
改
革
を
行
つ
た
、之

が

所
謂
天
保
の
改
革
で
、改

.革
は
寬
政
同
樣
多
方
面

' 

に
互
つ
て
居
る
が
、株
仲
間
の
解
放
即
ち
營
業
の

.
獨
'占
を
廢
し
、自
由
競
#
.
を
許
し
て
物
價
を
引 

下
げ
や
う

€

す
る
の

^

1

大
.
服
目
で
ゎ
つ
て
、札
差
仲
間
も
天
保
十
！ニ
年
三
月
に
於
て
、仲
間

|{
1
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婼

九

钺

H
H 

合
を
止
め

.

.
6れ

七

仕

舞

，つ

れ

、
.:
'

.

.
'

ン
：
パ

.
'
.

礼
差
仲
間
の

_
槔
數
は
寧
钿
九
年
許

.
可
の
當
時
に
西
九
枚

'
S

め
&

れ
'如
何
な

る

事
情

M

'ゎ 

ク
て
も

®

許
を
經
ざ
る
限
は
、勝
手
に
人
員
を
增
す
こ

^

は

出
.双

S
T

故
に
、新
規
に
開
*
せ
ん
ミ 

せ
一
ば
、何

人

か

の

明

株

を

譲

受

け

ね

.ば

な
&
 
$

處
で
株
料
、を
生

t

る
、明

株

を

讓

請

け

る

時

^
、
 

讓
渡
人
に
對
し
て
代
金
を
支
拂
ふ

_

で
另
明
八
九
年
頃
に
は
五
西

.雨
糚
で

?>
0
 

S

政
改

JE 

に
つ
き
、無
利
足

1

莴
雨
及
利

#.|

萬
雨
人
數
割
貸
付
金

1

人
分
ニ
西
兩
餘
の
拜
借
で
、其
金

_
 

を
櫟
讓
請
人
が
引
請
け
ね
ば
な
ら

g

爲.
H
、

當
座
ば
株
式
の
猜
人
が
無
か
つ
：杧
が
、寬
政
の
末
嗔 

に
は
以
上
兩

p.

の
上
納
殘
金
を

H
?

請
け
る
外
に
、百
五

十

雨

位
.を
掛
す
こ
ビ
、
な
ぅ
文
化
の
末 

に
は
芄
百
兩
乃
至
六
茛
兩
忙
上
つ
た
、そ
れ
か
&
株
料
ざ
へ

出

せ
ば
、何
人
で
も
札
差
に
な
れ
る 

炉
S

い
ふ
ビ
、左
樣
で
は
無

ぃ
，

0

目

帳

に

ょ

る

ど

、他
所
の
者
へ
：，淡
.し
て
讓
つ
て
ば
な

&

ね
、仰
間 

內
の
次
男
コ
ー
興
並

^

-
永
年
.實
體

^

勸
め
ね
竿
代
へ
、撤
仲
間
得

.心
0:

上
讓
渡
す
ベ
く
、仲
間
內
一 

人
に
て
も
故
障
ゎ
ら
ば
、

讓

渡
す
可
か

&

中
^

の
，規
定
で

P

る
が
、之
も
後

M

a

破
れ
て
、他
所
の 

者
を
讓
渡
人
の

親

類

緣
f

中
立

で

>■
讓

渡
を
し

^

、尤
も
株

.：讓
渡
の
時
は
、請
合

人

加

剑

人を 

立

て
、惣
仲
間

へ
.
對
し
て
餹
合
證
文
を
出
し

31
2

町
行
司
の
連
印
で
酊
泰
行
所
に
厕
出
で
、典
許

一
可
を
得
る
必
要
が
わ
る

' 斯
欉
' に

高

價

.な

株

料

も

要

&

な

く

な

多

、
株

^

讓

渡
0

面
0

な
字
續
も 

不
用
ビ

f

、何
人

に
て
も
營
業
勝

.手
次
第
.ビ

い
.
ふ
：觸
書
が
、出

.た

が

、
果
：し.
t
新

親
U

關

業

す

"
る 

卷
が
有
つ
た
か
、卑
見
で
は
恐
ら
く
は
無
か
つ
れ
ヾ
し
思
ふ
、其
次
第

.は
第

.】

札
0;
ー
 

那

の

數

は

：年

.
 々

增
し
て
行
く
も
の
で
無
い
、第
.ニ
新
に
札
旦
那
を
引
請
く
る
時
は

'其
.依
賴
者
の
舊
取
引
宿
：に
.對 

す
る
負
：偾
：は
新
引
請
宿
に
於
て
負
擔
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

_

務
.が
わ
.
.
'る
か
.&
、所
設
新
规
_

業
の
餘 

地
は
無
か
つ
れ
も
の
ど
見
そ
差
支

?>
る
ま
い
、

株
仲
間
解
放
後
、間
も
無
ぐ
總

.札

.差

.か
&

御
改
革
の
御
趣
意
を

.窣
戴
す
る
ど
.い
ふ
理
由
の
下 

に
、成
規
利
子
の

m

-

Tを
.串
出
で
ね
、寬
政

'
'の
利

'子

1

.

.ヶ
月
；銀
六
分
利
を
銀
五

.分
利

^ '
下

げ

，
る
、
即 

ち
年
一
割
：ニ
分
を
年
一
割
ヒ
致
し
ま
す
ど
申
立
：て、容
爲

.に
聞
屆
け

&

れ
‘
れ
、を
れ
か
&
從
來
の 

偕
金
に
就
い
て

.
«、同
年
；八
月
四
日
惣
札

.楚

.に
對
し
、寬
政
度
の

.振
：合
.を
'以
ぞ
棄
.捐
.を
も
仰
：出
さ 

る
べ
き
で

?>
.る

が

、
右

.の
仕
法

R.
て
は
身
上
取

®

き
：雛
き
者
も
わ
る
べ
く
、從
來
數
囘
公
儀
に
對 

し
出
金
せ
る
の
み
な
ら
ず
、此
度
の
改
苹
の
御
趣
意
を
奉
じ
て
、利
下
を
も
致
し
れ
る
に
つ
き

^
 

捐
の
沙
汰
は
中
止
し
、猿
屋
町
會
所
に
て
大
借
の
藏
米
取
に
貨
下
金
を
爲

し

、右
貨
下
金
を
以
.て 

礼
遨
共
へ
借
財
を
返
舊
せ
し
む
る
に
決
し
た
れ
ば
、札
差
典
に
於
て

.も

.御
仁
患
の
程
を

) 5
く
相

鲂
九
怨

(

九九

.！)

職

說

札

兹

.に-姚告て
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雜
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H
四

辨
へ

M

來
俵
向

f

铺
#

|
、|

|

0

竹
“
 |

1
、 |

け
,

^

赋
等
：̂

:
し
、其
外
都
：て
旗
本
.
御

家

人

の
11
:
々
：取
_

方
.差
支
1無
き
：や
ぅ
取
許
ふ
：.ベ
.し」

W
.

の
申
渡
が
V 

.
ct
>

っ

技

，へ.
. 

.

'

藏
米
取
に
て
大
借
：

?>
:
る
潘
に
、猿

.屋
町
會
所

.‘で
，貸
下
金
を
す
る
：仕
方

.は
、同
日
大
目
付
へ
渡
し 

れ
觸
書
に

'
a

え
て

.居

.
'
.る、藏

.米
取
の
面
々
數
代

.
の
借
金
，に
難
痛
し
、自
然

®

術
の
心
.掛
も
行
屆
か 

中
、武
器

Q
.嗜
も
等

'問
な
る
や
の
聞
ぁ

'る
を

.以
'て
4

度
永

_

9

御
手

.當
泛
し
七
、猿
屋
町
會
所
に 

X
•利
安
の

'貸
付
を
爲
し
下
さ
る
、御
救

0

筋
な
れ
ば
無
刺
足
に
も
仰
出
さ
る
べ
き
で

ぁ

る

が

，
さ

，
 

す
れ
，ば
释

1

»

の
御
救
に
止
ぅ
、永
久
多
人

*

の
摘
救
マ

」

は
爲
&
雛
し
尤
も
利
金
は
公
懂
の
鄉 

闬
途

K

宛
.
て
ら
る
、
に
わ
ら
令

、
#
 く

御
救
筋
の
手
廣
に
行
渡
る
爲
な

6

ミ
心
得
、大
借
の
潜
は 

右
利
安
の
御
黛
金
を
借
請
け
、札
差
に
借
財
を
返
濟
し
、彌
々
質
素
，

.離

約

，を
一
守A
、勝
‘手

向

を

.
取■直
：
 

す
べ
し
、利
金
は
年
七
分
ニ
十
五
ヶ
年
貨
据
、ニ
十
六
ヶ
年
目

R

■棄
捐

.ヒ
す
べ
し
、鋪
々
組
支
配
の 

內
に
借
請
を

_
■出
づ
る
者
ぁ
ら
ば
、本

.入
の
'
行

狀
、持
，高
，借
財

.高
i等
，を
：.取
：調
ベ
、頭

'支
：配
ょ
ら
勘
定 

泰
行
へ
厨
出

^

ベ
し
、；o

cb
る
，つ
ま

6

ニ
.
十〕

五

ヶ

年

間

七

ー

分

宛

：
を
.上
稱
す
れ
ば
、貸
卞
の

1
R

金
は

' 

隄
消
ビ
な
る
ビ
ぃ
ふ

.仕
組
で
す
、此
贷

’付
は

.何
程
ま
で
實
際

R

行

は

れ

，
た

，
か

.
知

ら
m

が

、
兎

に

角

明
.年
士
ニ

.
月
.
に
'
は

廢

止

？
な

"9

て
ゐ
ぺ
る
'

ニ
.
^

寬
政
以
後
の
猿
屋
町

#

所
の
營
業
狀
舞
に
就

.い：.
て
は
、
1
-向
：剑
然
し
へ
ま
せ
'$
が
、天
：保

十

®
年 

関

九

月

の

.貸

附

高

取

調

書

に
ょ

る

s

1

I

政
事
.和
：の
.度

御
T.

金
.
の
分
ビ
い
ふ
ぺ
も
.の
、金

三

萬

：千 

ニ

百

ニ
.
.十
六
爾
ニ
分

w

銀
九
分
八
厘
八

.

.韦
2

茭
輯
度
以

*

»

代
官
其
外

?|

金
ヾ」

い
ふ
も
の
、金 

五
“：萬
.千
.
九
百
十
七
兩

w

銀
七
奴
九
分

.三
興

(

三)

遺
挪
.金
.の
內
ょ
办
立

.替
ま
附
候
：分
ビ
い
ふ
も
の
、
 

金
三
：十
雨
•
悠
貸
付
金
高
金
八
莴
三
'
千
百
‘七
十
三
爾

(

ニ
，分

ダ

銀

八

.
^
九

分
 

一':
厘
八
毛
ビ
わ
る
、さ 

ぅ
し
'
て(

一、：)

の
，內
で
金
二
千
四
西
八
十
五
南
こ
分
冬
銀
一
奴
七
分
六

'厘
：八

#

武
家
貸
の
分
ミ

6
 

る
.
の
.
を
除
け
ば
、其
他
は
都
て

.
札
差

®

で
、(

一
><
一
 

ご
の
申
に
ば
利
子
年
八
分
ど
六
分

I

こ
變

3

は 

全
部
年
六
分
の
利
子

S

ぁ
る

®

家
貸
の

#

ぞ
い
ふ
の
は「

露

武

家

：直
黛
致
：し
：候
'節
0

返
鈉
殘 

金
一
ビ
ば
が
P

わ
つ
て
、何
時
の
も
の
ビ
も
解
ら
な
い
、或
ば
去
年
八
月
，；の，改
革
に

’：ょ
る
貸
付
金」

か 

ど
も
考
へ
；..，&

る
.
.

A
:

が
、も
れ
に
し
て
は
；利
足
が
：合
は
；g

,

:
:

'
天
保
：十
三
年

.

<
月
四
日
の
申
渡
に
ょ
ム
、札
差
_仲
間
で
，，は
：.評
'
議
：̂

上
、十
月
に
杜
法
書
を
作
办
、
 

猿
厚

W

會
所
に
蝥
出
し
れ
所
、該
書
類
は

W

赛
行
：遠
，山
左

.衛
門
尉

'霞

：_羣

it
-

應
取
調
ベ
，权 

後
、勘
定
黎
行

S

の

，
交

，
涉

ビ

な

々

、
年

を

•
越

え

て

毛

■
許
否
の

®

分

.

.
が

下
6

g

、さ
ぅ

^

ぅ
す
る
，間
に

雜九鈕
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九
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札
差
に
‘姚
き
て
 

.

.第
九
.魏

.

.

H
六

馬
：喰

财

御

用

屋

；敷

賛#

金

半
.高
_

掐

举
.高

無
.利

息
.年
0

,

$

0

0

0

0

發

布

せ

ら

れ

た

^

は 

幾
十

'
.四
年
四
月
の
事

s

.

^

0

御
用

®

敷
貸

#

金
.ど
は
凡
も
：領

錢

細

行

を

有

す

.も
大
名
旗
本 

へ
の
貸

#

金
で
、俗

:

に
0

代
金
ビ

_

し
、®

濟
史
上
充
择
鉼
究
の

(

價
値
^
る

' 1

題
.自
セ

.す
、斯
機
な 

觸
畲

.が
出
て
は
、札
差

'伸
刺
で
も

'旗
本
御

.象
人
の
取
續
方
杞
つ
き
、右
に
準
じ
從
來
よ
ぅ

1

層
寬 

大
な
る
方
法
を
取

&

,ね
ぱ
：な
，ら
ぬ
羽

.目
せ
な
ち
寶

'
.際
：町

•

.
行
鳥
居
甲
'斐
守
忠
耀
炉
ら
說
諭
も 

P 

0

位
、仍
で
九
月
一
：一
十
七
.

0
付
で
惣
仲
間
九
十

 

名
連
印

.
の
®

書
を
上

i

一)

天
保
八
年
十
二 

月
中
ま

‘
.で
に
、安
利
年
賦

0

證
文

_

な
つ
て
居
る
释
は

.、殘
匕
中
無
利
足
：ど
ム
、右
向
俵
は
高
苜
俵 

に
つ
き
五
俵
又
は
金
ニ
雨
を
最
高
ど
し
、之
よ

h

以
，下

の

濟

方

に

て.約
束
あ
る
分
は
、從
來
の
濟 

方
高
'
よ
&
 

.

Mに
ニ
 

'割
減

ビ

す
^

一)

天
保
九
年
ょ
々
同
十
|
ニ
年
春
.
借
米

'ま
：で
の
安
利
年
賦
の
'分
は 

五
十
雨
下
げ

.
即
ち
五
十

'兩
ニ
分
の
利
足
は
百
爾
一
分

15

南
一
.分
の

#

:
_は
'胃
五
十
兩

〗

分

ビ
し

、

 

此
濟
方
は
，ニ
割
減
ヒ
す
、例
へ
ば
十
.俵
返
：却

の

處

は

ニ

俵

を

減

：じ
：2£
»
:返
：却

の

處

は

一

爾

を

減 

ず
、

(

三)

扶
持
^

の
刺
米
は
初
月

1

人
扶
持
化
つ
き
五
合
を
改
め
て

H

A

2

,
ヾ

」

し
、̂

月
よ

h

は
'從
來 

の
如
く
 

ニ
言
す
ビ
ゅ
立
て

?2

、町
擧
行
勘
定

'率

行

は

：之

に

：同

奪

：：を
.表
し
、彼
#
_
:
立

の

趣

頗
る 

#

妙
な
る
に
よ

$

、願
の
通
由
付
け

1:
1

つ
猿
屋
町
會
所
の
貸
付
金
六
分
八
分
の
ニ

.
通
わ
る
を
，六

分
.
^

T

1
:定
せ
ば
、彼
_

、

於

セ.
も

御

；
仁

：
恤
.の

，
程

を"雛
.有
相
：心
得
參
 

R
.励
む
に
至

. 

ら
ん
ど
の
添
書
を
附
け

T ,
、楽
中
土
：弁
允
炊
頭

.利

.位
の
.：手
»

ま

で

差

出

し

：
れ
、
，

.

撤
札
差
の
願
書
ビ
町
舉
行
，勘

定
奉
行
の
添
書

ビ

は
、如
何
な
る
詮
義

を
經
れ
か
木
明
で
す
が
、
 

願
書
の
出
れ
翌
月
関
九
月
に
越
前
守
は
旣

R

辭
職
し
、越
前
守
，ど
同
僚
で
？

な
が
&
、彼
の
政

“ 

策
に
反
對
し
れ
土
井
大
炊
頭
が
權
を
握
つ
て
居
づ
た

"
さ
れ
ば
大
炊
頭
の
內
間
で
可
決
し
た

+
 

二
月
十
四

’
日
發
布

0

札
瓮
貸
金
仕
法
書
は

‘
 
く
之
ビ
相
違
し
新
古
を

0

は
ず

*

.㈣
M

年
M

濟 

I

大
體
に
於
て
は
ニ
十
ヶ
年
«
:
を
標

¥

ビ

し
て
、年

«

濟
を
命
じ

.
た
、
.

此

度

札

表

典

貸

命

御

_

法

替

被

仰
m

候

に

#

、御

旗

本

.
御

家

人

^

貸

傘

は

、新
.宙 

切
米
娥
證
实
帯
铵
の
節
如
限
、無
利
足
尔
賦
濟
溃
可
■相
心 

!

右
尔
賦
濟
方
は

.
甘
俵
に
付
、常
借

_
百
兩

m

上
は
一
ヶ

¥.
金 

分

4*
以、濟

.
方
可
软

“

賦

^
 

^

牙
は

'
百
俵

U

付
勝
；轉
牮

o>

無

則

當

冬

御

一 乓 得  

爾 兩 靡

つ

分 V 

つ 同 

V 百 

兩

割 以

以 7C
三 金  

m 高 

御 の  

切！ m.

米
御
借
^

み

節
|'
4

:濟
方
勘 

1

御
狭
持
方
米
.母
造
贷
越
候 

金
に
結
ひ
勘
逛
可
致
琪
、

J

翁
に
付
飞
は
猿
屋
町
會
所 

，尚
锬
御
下
少
金
の
翁
は

、
^
 

绡
九
怨

(

九九耳

> 

踰

㈣

逛
可
相
立
事
、
 

分
‘.

i
T

當
：冬
張

御
下
ヶ
金
~之 

て
避
.迄
之
通 

札藉L
r̂

吾て

ニ

紙
高
段

U
T
,

十
.
.六
雨
：

S

な
以
、命

|-
直
し
飞
常
十
月

^

眼、货
 

1
1

酿
し

、
^

利

M

年；啤
納
可
被
成
下
候
、且

第

產

が

H
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九
九
六)

.論
：

..說

札

犛

!;
就
备
て 

「

第

九

號

：
三
.八
.

1
,ン
辕
屋
町
會
所

1^
て
：御
旗
.
'本
御
辕
、人
べ

.利
安
^

©

#:
^
.
親
は
、差
女

0

筋
も
有
之
哉
に
相
聞
候
間
、以 

■

，來(
御
®

付
.相
ij
r
.
r尤
^
'逸
.：御
1贷
波
有
1之
分
.It
、札
，差
典
：̂'
，り
用
立
金
'
1-
1

束
|-
い
?:
し
、W

侬
1-
付
.：金 

K
•■雨

，宛
の

0

合

か

m
、㈣

利
^

唯
赋
納
じ
被
仰
付
候
琪
、

翁
：の
通
被
仰
：出
候

.

.間
、其
.
'旨
'
.相
.心
.得
、鈴
-
.々
分
眼
ん
守

"
不
彼
，：の
親
無
之
機
可
致
潜

.也、 

- 

• 

卯
十

T
1

月
.

.

觸
谱
全
文

^
.揭
.げ
れ

li
、意
味

.-
'の
，■解
し

 ̂

.

0

0

 

^

方

'

か

ら
で
、新
宙
め
；

.贷
金
を
凡
て
無
：利
.息
 

年
陚
濟
と

L

t:
-

•こ
と
は
、第
一
條
に
ぁ
る
が
、ホ

¥

以：後
の
贷
を

It
依
然
銀

■五
分
利
で
ぁ
っ
た
か
、念 

論
左
樣
ぁ
ら
ぅ
と

II
思
へ
、

w
、此
觭
畨
！！
は
記
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